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野
澤
さ
ん
は
、
平
成
６
年
に
新
潟

県
危
険
物
安
全
協
会
十
日
町
地
区
支

会
長
お
よ
び
県
協
会
の
理
事
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
危
険
物
に
よ

る
事
故
防
止
と
会
員
相
互
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
、
実
務
研
修
を
企
画

す
る
な
ど
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

８
年
に
発
生
し
た
ロ
シ
ア
の
タ
ン

カ
ー
か
ら
の
重
油
流
出
災
害
で
は
、

重
油
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

多
数
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
島
さ
ん
は
、
28
年
間
、
消
防
設

備
な
ど
の
整
備
、
保
守
点
検
業
務
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
の
間
、
法
令
な
ら
び
に
作
業
基

準
の
遵
守

じ
ゅ
ん
し
ゅ

に
努
め
、
今
日
ま
で
無
事

故
で
す
。
平
成
10
年
か
ら
は
、
新
潟

県
電
気
工
事
工
業
組
合
の
理
事
も
務

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

豊
富
な
知
識
と
経
験
、
卓
越
し
た

指
導
力
を
も
っ
て
技
術
の
改
善
、
普

及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
後
進

の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

10
月
31
日
d
、
第
34
回
全
国
精
神

障
害
者
家
族
大
会
が
福
岡
市
で
開
催

さ
れ
、
佐
藤
一
男
さ
ん
が
全
国
精
神

障
害
者
家
族
会
連
合
会
理
事
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
に
十
日

町
市
家
族
会
に
入
会
以
来
、
障
害
者

を
持
つ
家
族
と
し
て
、
障
害
者
本
人

お
よ
び
家
族
の
福
祉
の
増
進
に
積
極

的
に
関
与
さ
れ
、
精
神
保
健
福
祉
の

普
及
の
た
め
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
61
年
に
十
日
町
市
家
族
会

会
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
家
族
会

活
動
の
一
環
と
し
て
精
神
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
導
入
や
入
所
授
産
施

設
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」
の
設
立
、
中

条
病
院
精
神
科
存
続
の
活
動
な
ど
に

尽
力
さ
れ
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

服
部
達
也
さ
ん
と
岡
村
建
治
さ
ん

が
11
月
12
日
B
、
県
庁
で
知
事
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
す
。

永
年
、
地
域
歯
科
保
健
事
業
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
服
部
さ
ん
は

保
健
衛
生
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
31
年
間
統
計
調
査

員
と
し
て
各
種
調
査
に
従
事
さ
れ
て

い
る
岡
村
さ
ん
は
統
計
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
す
。

服
部
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
か
ら
歯

科
医
師
と
し
て
従
事
さ
れ
て
い
ま
す
。

44
年
か
ら
は
学
校
歯
科
医
を
務
め
ら

れ
、
46
年
か
ら
は
３
歳
児
歯
科
健
診

事
業
に
、
53
年
か
ら
は
１
歳
６
か
月

児
歯
科
健
診
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
ま
す
。
61
年
か
ら
は
、
保
育
所
歯

科
嘱
託
医
も
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
歯

科
医
師
会
長
な
ど
の
要
職
を
22
年
間

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
県
歯
科
医

師
会
の
理
事
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、

歯
科
保
健
事
業
の
普
及
向
上
と
後
進

の
育
成
指
導
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
村
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
の
国
勢

調
査
に
従
事
以
来
、
工
業
や
商
業
な

ど
の
各
種
統
計
の
調
査
員
を
務
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
豊
富
な
調
査
経
験
を

も
と
に
調
査
の
正
確
性
な
ど
ほ
か
の

調
査
員
の
模
範
と
な
り
、
統
計
思
想

の
普
及
発
展
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
月
６
日
C
、
第
42
回
食
品
衛
生

大
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
川
上

浩
三
さ
ん
が
食
品
衛
生
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
食
品

関
係
営
業
に
従
事
し
て
以
来
、
食
品

衛
生
行
政
に
積
極
的
に
協
力
し
、
業

界
の
指
導
お
よ
び
食
品
衛
生
協
会
組

織
の
強
化
、
食
品
衛
生
の
向
上
に
努

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

食
品
衛
生
協
会
十
日
町
分
会
飲
食

店
組
合
長
や
十
日
町
飲
食
業
組
合
連

合
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
も

十
日
町
食
品
衛
生
協
会
総
務
部
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
月
16
日
C
、
健
康
づ
く
り
県
民

大
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
大
島

義
隆
さ
ん
、
岡
田
ト
シ
エ
さ
ん
、
池

田
智
惠
子
さ
ん
の
３
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
大
島
さ
ん
は
、
結
核
・
生

活
習
慣
病
予
防
事
業
、
岡
田
さ
ん
は

母
子
保
健
事
業
、
そ
し
て
池
田
さ
ん

は
食
生
活
改
善
事
業
で
の
多
大
な
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大
島
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
に
無
医

地
区
で
あ
っ
た
川
原
町
に
内
科
・
小

児
科
医
と
し
て
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
44
年
間
に
わ
た
り
病
気
の
予

防
活
動
な
ど
に
尽
力
さ
れ
、
市
民
の

健
康
水
準
の
向
上
と
意
識
高
揚
に
多

大
な
功
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

地
域
の
ガ
ン
征
圧
の
た
め
、
42
年

に
魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診
協
議
会
が

設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
率
先
し
て
胃

検
診
の
読
影
技
術
の
向
上
に
先
導
的

な
役
割
を
果
た
し
、
胃
が
ん
の
発
見

率
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
業
当
初
か
ら
学
校
医
と
し
て
、

45
年
か
ら
は
保
育
所
嘱
託
医
と
し
て

も
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
長
や

理
事
な
ど
を
20
年
間
に
わ
た
っ
て
歴

任
し
、
地
域
保
健
医
療
の
発
展
に
努

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

岡
田
さ
ん
は
、戦
後
の
食
糧
不
足
と

衛
生
状
態
の
悪
い
中
、豪
雪
期
で
も
助

産
婦
と
し
て
山
間
地
へ
お
も
む
く
な
ど

母
子
の
健
康
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
27
年
に
保
健
婦
と
し

て
新
潟
県
に
採
用
さ
れ
て
か
ら
は
、

受
胎
調
節
実
地
指
導
を
含
め
た
家
族

計
画
指
導
や
乳
幼
児
健
診
な
ど
に
従

事
さ
れ
、
母
子
保
健
活
動
事
業
の
推

進
・
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

退
職
後
も
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
在
宅
看
護
職
と
し
て
、
乳
幼
児

健
診
や
健
康
指
導
な
ど
に
た
ず
さ
わ

り
、54
年
間
も
の
長
期
に
わ
た
り
保
健

事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
田
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
度
の
栄

養
教
室
修
了
と
同
時
に
十
日
町
市
食

生
活
改
善
推
進
委
員
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
以
来
30
年
間
、
健
全
な
食
生
活

の
実
践
や
生
活
習
慣
予
防
食
の
定
着

を
図
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
地
域
の
食
生
活
改
善
、
健
康

づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
８
年
か
ら
は
、
十
日

町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会

副
会
長
と
し
て
会
員
の
指
導
・
育
成

に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

10
月
25
日
E
、
第
16
回
新
潟
県
保

安
大
会
が
新
潟
市
で
開
催
さ
れ
、
大

島
孳
つ
と
む

さ
ん
（
大
島
電
気
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）
と
野
澤
由
雄
さ
ん
（
十
日

町
石
油
㈱
代
表
取
締
役
）
が
保
安
功

労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
25
日
e
、
全
国
公
平
委
員
会

連
合
会
通
常
総
会
が
東
京
・
九
段
会

館
で
開
催
さ
れ
、
岡
田
節
三
さ
ん
が

公
平
委
員
会
制
度
50
周
年
記
念
総
務

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
８
月
か

ら
平
成
12
年
６
月
ま
で
十
日
町
市
公

平
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
委
員
長
職
務
代
理
、
委
員
長
と

し
て
公
平
委
員
会
業
務
に
精
励

せ
い
れ
い

さ

れ
、
公
平
委
員
会
制
度
に
多
大
な
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
の
24
日
d
に
は
、
皇
居
に
お

い
て
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
拝
謁

は
い
え
つ

し

ま
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
、「
両
陛
下
に
拝
謁
で

き
、長
年
の
勤
務
に
対
し
て
慰
労
と
励

ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
感
激

と
緊
張
の
連
続
で
し
た
」
と
受
賞
と

の
二
重
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
26
日
f
、
東
京
・
赤
坂
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
多
年
に
わ

た
る
税
務
行
政
へ
の
功
労
が
認
め
ら

れ
、
小
林
辰
雄
さ
ん
が
財
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
の
十
日

町
市
料
飲
店
組
合
を
母
体
と
し
た
納

税
貯
蓄
組
合
の
結
成
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
46
年
か
ら
は
、
十
日
町
市
料

飲
店
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
、
適

正
申
告
と
期
限
内
納
税
の
指
導
や
振

替
納
税
の
普
及
を
積
極
的
に
推
進
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

53
年
に
十
日
町
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
長
に
就
任
し
、
青
色
申
告
会
、

法
人
会
、
商
工
会
議
所
な
ど
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
組
織
の
充
実
と
自

主
運
営
の
確
立
、
広
報
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

おめでとうございます

努力・研
けん

鑚
さん

を重ねて功労者表彰
国・県ではそれぞれの分野において活躍され、貢献した方々の表彰を行いました。

受賞者および家族の皆さんおめでとうございます。

公
平
委
員
で
総
務
大
臣
表
彰

税
務
功
労
で
財
務
大
臣
表
彰

岡 田 節 三さん
（中町・79歳）

小 林 辰 雄さん
（田中町本通り・73歳）

佐 藤 一 男さん
（新光寺・75歳）

大島義隆さん
（川原町・73歳）

服部達也さん
（本町１下・68歳）

岡田トシエさん
（中町・72歳）

池田智惠子さん
（焼野・67歳）

岡村建治さん
（北新田２・77歳）

川上浩三さん
（駅通り・62歳）

大島　孳
つとむ

さん
（西寺町・58歳）

野澤由雄さん
（川西町・58歳）

新

潟

県

知
事
表
彰

全国精神障害者
家族会連合会

理事長表彰

保

安

功

労

食
品
衛
生
功
労

食
生
活
改
善
事
業
功
労

統

計

功

労

母
子
保
健
事
業
功
労

保
健
衛
生
功
労

結
核
・
生
活
習
慣
病

予
防
事
業
功
労



新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

徳
永
隆
男（
本
町
７
│
２
）

市
展
賞

「
林
逋
詩
」

岡
村
キ
ノ
エ（
北
新
田
２
）

奨
励
賞
　
平
賀
良
尊
（
塩
沢
町
）

羽
龍
時
夫
（
錦
町
２
）

宮
嶋
孝
子
（
伊
達
１
）

小
川
貴
史
（
津
南
町
）

小
黒
哲
也
（
塩
沢
町
）

佳
　
作

宮
沢
礼
子
（
伊
達
２
）

関
谷
寿
美
子
（
中
里
村
）

樋
口
啓
子
（
宮
下
町
西
）

滝
沢
妙
子
（
昭
和
町
４
）

小
林
満
子
（
長
岡
市
）

滝
沢
元
一
郎
（
津
南
町
）

上
村
ナ
ホ
（
新
宮
１
）

大
津
幸
一
（
新
座
３
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

福
原
真
由
（
津
南
町
）

市
展
賞

「
少
女
」

池
田
鉄
夫
（
春
日
町
３
）

奨
励
賞

石
川
哲
司（
妻
有
町
西
３
）

杵
渕
　
勝
（
小
千
谷
市
）

松
井
岩
雄
（
稲
荷
町
西
）

山
田
令
三
（
六
日
町
）

村
山
栄
一
（
新
座
１
）

宮
澤
健
二
（
小
黒
沢
）

佳
　
作

関
口
芳
文（
本
町
６
│
３
）

池
田
広
吉
（
魚
之
田
川
）

腰
越
正
茂
（
湯
沢
町
）

樋
熊
フ
サ
子

（
新
座
４
│
１
）

清
水
　
正
（
川
西
町
）

板
場
孔
寿
（
津
南
町
）

岡
村
義
一
（
北
新
田
３
）

田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）

吉
楽
和
人
（
田
川
町
１
）

井
上
宗
昭
（
大
和
町
）

佐
藤
昭
二
（
大
和
町
）

阿
部
嘉
彦
（
塩
沢
町
）

櫻
澤
正
司
（
姿
　
１
）

茂
野
誠
一
郎
（
川
西
町
）

仲
　
　
淳
（
小
千
谷
市
）

山
賀
正
伸
（
小
千
谷
市
）

水
落
秀
夫
（
山
　
際
）

田
村
保
和
（
四
日
町
２
）

小
林
利
男
（
新
座
１
）

羽
鳥
宏
史
（
川
西
町
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

田
端
静
子
（
高
田
町
２
）
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市
展
賞

「
友
　
人
」

渡
部
成
子
（
小
千
谷
市
）

奨
励
賞

春
川
雅
英（
四
日
町
中
原
）

山
賀
光
也
（
小
千
谷
市
）

関
川
捷
次
（
小
千
谷
市
）

佳
　
作

内
山
美
恵
子（
小
千
谷
市
）

久
保
田
光
子（
小
千
谷
市
）

庭
野
義
一
（
中
条
旭
町
）

山
崎
　
清
（
丸
山
町
）

横
田
ハ
ル
子（
小
千
谷
市
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

佐
藤
由
雄
（
小
千
谷
市
）

市
展
賞

「
回
　
想
」

高
野
ハ
ル
子（
山
本
町
４
）

奨
励
賞

佐
藤
由
貴
（
新
津
市
）

福
原
美
恵
（
津
南
町
）

庭
野
雪
子

（
田
中
町
本
通
り
）

佳
　
作

近
藤
忠
男
（
小
千
谷
市
）

藤
田
美
智
子

（
南
新
田
町
１
）

水
落
安
子
（
漉
　
野
）

小
林
幸
一
（
津
南
町
）

清
水
好
和
（
津
南
町
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

樋
口
正
美
（
池
　
沢
）

市
展
賞

「
く
れ
ゆ
く
」

羽
鳥
ス
ミ
（
岩
　
野
）

奨
励
賞

宮
沢
美
世
子
（
小
黒
沢
）

細
貝
昭
平
（
長
岡
市
）

佳
　
作

田
口
良
平
（
川
西
町
）

富
井
澄
子
（
中
里
村
）

羽
鳥
吉
夫
（
浅
之
平
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

橋
本
三
郎（
高
田
町
３
南
）

市
展
賞

「
や
す
ら
ぎ
」

宮
嶋
英
夫
（
伊
達
４
）

奨
励
賞

該
当
な
し

佳
　
作

越
村
暢
夫（
新
座
４
│
２
）

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

生
越
久
雄
（

原
　
）

市
展
賞

該
当
な
し

奨
励
賞

境
野
博
之
（
上
越
市
）

佳
　
作

該
当
な
し

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

十
日
町
中
学
校
１
年
生
有
志

市
展
賞

「
連
鎖
す
る
空
間
│
縄
文
の
空
」

中
村
静
代
（
寿
町
２
）

奨
励
賞

星
名
好
男（
川
治
下
町
２
）

遠
田
由
美
子（
川
治
中
町
）

佳
　
作

市
村
久
子（
本
町
６
│
３
）

近
藤
哲
也
（
上
新
田
３
）

桑
原
キ
ヨ
子（
山
本
町
３
）

4

【
日
本
画
】

【
洋
　
画
】

【
版
　
画
】

【
現
代
美
術
】

【
書
　
道
】

【
彫
　
刻
】

【
工
　
芸
】

【
写
　
真
】

十
日
町
市
美
術
展

審
査
結
果

第
34
回
十
日
町
市
美
術
展
が
10
月
27
日
G
〜
30
日
C
の
４
日
間
、
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
日
本
画
33
点
、
洋
画
33
点
、
版
画
18
点
、
現
代
美
術
７
点
、
彫
刻
４
点
、

工
芸
19
点
、
書
道
50
点
、
写
真
１
２
０
点
と
、
８
部
門
に
計
２
８
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
審
査
の
結
果
、
83
点
の
作
品
が
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
入
賞
者
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

第34回

十日町市文化協会連合会
第７回ほう賞

11月３日（文化の日）、第７回十日町市文化協会連合会文

化祭がクロス10で開催され、地域の芸術・文化に貢献された

１団体・個人９人が表彰されました。受賞者はつぎのとおり

です（敬称略）。

【表彰状】
俳壇「芦の芽会」（高崎正風代表）

長年、川西地区の俳句愛好者団体として、俳句文芸の向上

と地域文化の発展に尽力した功績を讃えるものです。

尾身伝吉（山本町３）

長年にわたり、木版画を通じて香港・韓国との文化交流を

広め、地域文化の発展に尽力した功績を讃えるものです。

庭野富吉（本町７－２）

長年詩作に励み、詩集の出版・文学賞受賞・地元紙の選者

など地域の文学活動に貢献した功績を讃えるものです。

羽鳥絹代（妻有町西３）

長年、日本画の制作に励み、ドイツ美術賞入賞など地域の

芸術文化の発展・向上に尽力した功績を讃えるものです。

藤本迪則（新座３）

長年、十日町デザイナー協会の会長として関係諸団体と協

力し、織物産業の発展に貢献した功績を讃えるものです。

星野元一（下山）

長年詩作に励み、詩集の出版・文学賞受賞・地元紙の選者

など地域の文学活動に貢献した功績を讃えるものです。

柳　照雄（高田町３東）

長年短歌制作に励み、歌集の出版・短歌賞受賞・地元紙の

選者など地域の文学活動に貢献した功績を讃えるものです。

【感謝状】
梅田健次郎（神奈川県鎌倉市）

文化的な行事に際し、豊かな経験による協力で地域文化の

向上に寄与されたことに感謝の意を表したものです。

森田佳子（東京都世田谷区）

音楽的行事にあたり、音楽家としての優れた指導で地域文

化の向上に寄与されたことに感謝の意を表したものです。

※妻有文化賞の該当者は今回ありませんでした。
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地
域
で
行
う
敬
老
会
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
敬
老
の
日
に
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
協
力
で
年
齢

の
節
目
に
な
っ
た
人
に
祝
い
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

介
護
認
定
を
受
け
た
お
年
寄
り
や

身
体
障
害
者
が
、
障
害
に
合
っ
た
利

用
し
や
す
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す

る
場
合
、
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま

す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
宅
に
訪
問

し
て
、
食
事
や
調
理
、
洗
濯
な
ど
の

家
事
や
相
談
に
の
り
ま
す
。

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
一
週
間
程
度

泊
ま
っ
て
、
生
活
習
慣
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
体
調
を
整
え
ま
す
。

ひ
と
り
暮
し
な
ど
で
通
院
が
ひ
と

り
で
で
き
な
い
、
ま
た
は
不
安
が
あ

る
と
い
っ
た
人
に
通
院
の
付
き
添
い

を
し
ま
す
。
対
象
の
条
件
は
家
族
の

協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
、
市
民

税
の
均
等
割
以
下
の
世
帯
と
な
り
ま

す
。お

お
む
ね
60
歳
以
上
の
お
年
寄
り

で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た

り
、
ひ
と
り
暮
し
で
お
友
だ
ち
が
ほ

し
い
と
い
っ
た
人
な
ど
に
、
会
場
ま

で
送
迎
し
食
事
や
入
浴
、
楽
し
い
趣

味
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
し
な
ど
で
調
理
が
困
難

な
お
年
寄
り
の
お
家
に
昼
食
を
届
け

ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
行

っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
一
食
４
０
０

円
で
す
。

ひ
と
り
暮
し
な
ど
の
お
年
寄
り
が
、

急
に
具
合
が
悪
く
な
り
助
け
を
求
め

た
い
と
き
に
、
近
所
や
子
ど
も
・
民

生
委
員
に
電
話
回
線
を
利
用
し
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
料
金
は
所
得
に
応
じ
て
違
い

ま
す
。
手
続
き
は
担
当
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
暮
し
な
ど
の
お
年
寄
り
が
、

自
動
消
火
器
や
火
災
報
知
器
の
取
り

付
け
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
設
置
し

ま
す
。
料
金
は
所
得
に
応
じ
て
違
い

ま
す
。

予
防
教
室
「
若
が
え
り
の
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
と
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
は
筋
力
が
落
ち
た
り
、

骨
折
し
や
す
く
な
っ
た
り
し
が
ち
で

す
。
転
倒
や
骨
折
で
、
ね
た
き
り
に

な
ら
な
い
方
法
を
学
び
ま
す
。

水
中
歩
行
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
食
生
活
を
よ
く
す
る

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

最
近
多
く
な
っ
た
痴
ほ
う
と
い
う

病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。

痴
ほ
う
予
防
講
演
会
や
元
気
な
人
の

老
人
医
療
費
の
動
向

■
問
合
せ

介
護
保
険
課
国
保
係
（
1
57
│
３

１
１
１
内
線
１
５
５
）

ご存じですか

十日町市の

老人医療費

〈図２〉
年間１人当たり医療費の推移

12
年
度
に
十
日
町
市
内
の
老
人
に

か
か
っ
た
医
療
費
の
総
額
は
、
46
億

５
、
０
０
０
万
円
で
11
年
度
に
比
べ

る
と
、介
護
保
険
導
入
の
影
響
か
ら
、

３
億
１
、５
０
０
万
円
の
減
額（
６
・

３
％
減
）
で
し
た
。
〈
図
１
参
照
〉

ま
た
、
12
年
度
の
一
人
当
た
り
老
人

医
療
費
は
、
62
万
６
、
０
０
０
円
で
、

11
年
度
に
比
べ
て
６
万
３
千
円
の
減

額
（
９
・
２
％
減
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。〈
図
２
参
照
〉

病
気
や
ケ
ガ
は
突
然
お
そ
っ
て
く

る
も
の
で
す
。
安
心
で
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
つ
ぎ
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

②
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

心
が
け
る

③
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

④
医
師
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
る

⑤
重
複
・
ハ
シ
ゴ
受
診
を
し
な
い

⑥
受
診
時
は
保
険
証
・
老
人
医
療
受

給
者
証
・
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に

持
参
す
る

⑦
医
療
費
に
関
心
を
持
つ
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緊
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装
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与

元
気
な
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
よ
り
元
気
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
か
市
役
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

日
常
生
活
用
具

給
付
事
業

老
人
ク
ラ
ブ

助
成
事
業

敬
老
事
業

高
齢
者
等
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
補
助
　

高
齢
者
食
生
活

改
善
事
業

痴
ほ
う
予
防
事
業

運
動
指
導
事
業

転
倒
予
防
事
業

ねたきり・痴ほう高齢者の
家族を応援します

〈図１〉年間総医療費の推移

【問合せ】

介護保険課高齢福祉係

157－3111

（内線135・136）

知
っ
て
　
　
す
る

元
気
な
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

得

知
っ
て
　
　
す
る

元
気
な
高
齢
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

得

項　目

利用時間

生計中心者所得

税非課税世帯

１ 時 間 未 満

１時間30分未満

２ 時 間 未 満

２時間30分未満

３ 時 間 未 満

以後30分加算

50円

70円

100円

120円

150円

30円

160円

230円

310円

390円

480円

90円

左 記 以 外

の　世　帯

生活管理指導
短期宿泊事業

妻
有
荘

三
好
園

1,770円

1,770円

病院（通院）付き添い事業

１時間 535円

１時間30分 696円

２時間 856円

２時間30分 963円

ね
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い

お
年
寄
り
を
応
援
し
ま
す

十
日
町
市
で
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ねたきり・痴ほう高齢者の

家族を応援します

■ねたきり老人等介護手当支給
６か月以上ねたきりや痴ほうの高齢者を家で介護

している人に、月5,000円の手当を支払います。

民生委員・児童委員にご相談ください。

■家族介護慰労事業
要介護４・５に相当するお年寄りを、１年以上介

護保険サービスを使わず家で介護している、市民税

非課税世帯の人に10万円の慰労金を支払います。

民生委員・児童委員にご相談ください。

■介護教室家族交流事業
ねたきり・痴ほうの人を家で介護している仲間と

交流し、介護の基礎を学んだり、介護の疲れをいや

したりします。社会福祉協議会と近くの在宅介護支

援センターが行っています。

医
療
費
を
上
手
に

使
い
ま
し
ょ
う



現
在
の
ほ
場
整
備
事
業
は
、
ほ
場
の
改
良
を
行
う
だ
け
の
事
業
で

は
な
く
、
将
来
の
地
域
農
業
生
産
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
大
き
な

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
農
地
の
流
動
化
を
す
す
め
、「
担
い
手
」

に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
担
い
手
育
成
型
）

経
営
規
模
の
縮
小
や
撤
退
を
考
え
て
い
る
農
業
者

が
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人
（
新
潟
県
農
林
公
社
‥
窓

口
は
農
業
委
員
会
）
に
農
地
を
貸
し
付
け
る
こ
と
で
、

小
作
料
の
一
括
前
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

例
え
ば
、
10
年
間
の
契
約
で
あ
っ
た
場
合
は
、
10
年

分
の
小
作
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
一
括
し
て
受
け
取
っ

た
小
作
料
は
、
基
盤
整
備
の
償
還
金
と
し
て
土
地
改
良

区
に
払
い
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
土
地
は
農
地
保
有
合
理
化
法
人
か
ら
担

い
手
農
家
に
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
担
い
手
農
家
は
農
地

保
有
合
理
化
法
人
に
対
し
小
作
料
の
年
払
い
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
（
1
57
│
３
１
１
１

内
線
２
３
１)

9 平成13年11月10日号

通
常
、
ほ
場
整
備
事
業
は
農
地
集

積
関
連
事
業
（
担
い
手
型
事
業
）
と

組
み
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
、
要
件
を

満
た
す
と
事
業
費
の
農
家
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

市
内
で
は
、
吉
田
南
部
地
区
・
四

日
町
中
条
地
区
・
下
条
地
区
で
県
営

ほ
場
整
備
事
業
（
担
い
手
育
成
型
）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

単
な
る
ほ
場
の
大
区
画
化
に
と
ど
ま

ら
ず
、
整
備
後
の
農
地
を
活
用
し
、

従
来
よ
り
も
効
率
的
で
生
産
性
の
高

い
農
業
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
担
い

手
」
の
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

将
来
、
自
分
で
農
業
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
人
が
い
な
く
て
は
、
大
切
な
農
地

が
荒
れ
て
し
ま
う
ば
か
り
で
す
。

「
担
い
手
」
を
育
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
皆
さ
ん
の
農
地
が
、
そ
し
て

地
域
の
農
業
が
守
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
農
業
の
発
展
を
目

指
し
、
農
地
流
動
化
に
向
け
た
、
借

り
手
・
貸
し
手
双
方
に
有
利
な
制
度

も
あ
り
ま
す
。
魅
力
と
や
り
が
い
の

あ
る
地
域
農
業
、
そ
し
て
そ
の
未
来

を
担
う
「
担
い
手
」
の
育
成
に
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

8

育てましょう！地域農業を守り

小
作
一
括
払
い
シ
ス
テ
ム

県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
担
い
手
育
成
型
）
の
事
業
実

施
地
区
に
お
い
て
、
早
い
段
階
か
ら
の
農
地
集
積
を
進

め
る
た
め
の
支
援
制
度
で
す
。

当
該
地
区
内
で
、
３
年
以
上
の
利
用
権
設
定
、
ま
た

は
基
幹
３
作
業
の
受
委
託
に
よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
率
に
応
じ
て
、
最
大
で
地
域
全
体
の
基
盤
整
備
受
益

者
負
担
の
う
ち
６
分
の
１
を
軽
減
で
き
る
制
度
で
す
。

※
促
進
費
交
付
の
対
象
と
な
る
事
業
費
は
、
利
用
権
な

ど
設
定
の
前
年
度
ま
で
の
累
積
事
業
費

■
問
合
せ

農
林
課
農
村
整
備
係
（
1
57
│
３
１
１
１

内
線
３
３
６)

高
生
産
性
農
業
集
積
促
進
加
算

小作料一括払いシステムのしくみ

都道府県

規模拡大
農　　家

土地改良区
規模縮小
農　　家

小
作
料
一
括
前
払
い

農地の借り
入れ契約

負担金の支払い

負
担
金
支
払
い

義
務
の
軽
減

農
地
の
貸
し
付
け
契
約

小作料
年払い

農 地 保 有
合理化法人
（農業公社）

促 進 費 の 加 算 割 合

加算
項目

利　用　権　等　加　算

要 件

交
　
付
　
割
　
合

整備済み区域にかかる３年以上の

利用権等設定率（α）が５％以上

５％≦α＜10％

10％≦α＜15％

15％≦α＜25％

25％≦α＜35％

35％≦α

0.50％

1.00％

1.50％

2.00％

2.50％

「担い手」について
の考えを集約しま
しょう。

法人化・協業化など、
生産組織の発展方向を
見極めましょう。

ほ場整備の実施地域で担い手の経営面積が20％以

上増加すれば、ほ場整備の受益者負担金のうち、地域

により６割～８割を無利子で借りることができます。

事業用件を考えた土地利用計画を

作成し実行しましょう

※農地集積の方法には、

①自作地の拡大②賃借権の拡大③作業面積の拡大

の３つがあります

大切なのは人づくりです。やる気のある人を地域で認

知し、安心して働くことができる環境を作りましょう。

2

ほ場整備が終わったら、将
来の地域農業を担う「担い
手」の育成が不可欠です。

1

3

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

集
積
を
支
援
す
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

「担い手」とは？
ここでいう担い手とは、

意欲的に農業に取り組む農

業者・経営体のことです。



11 平成13年11月10日号 10

平成13年度

水道事業
上半期の
業務状況

地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ

り
平
成
13
年
度
水
道
事
業
の
上
半
期

の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
損
益
計
算
書
の
金
額
は
、

消
費
税
相
当
分
を
除
い
て
表
示
し
て

あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
　
十
日
町
市
水
道
局
事

務
係
（
1
57
│
３
１
１
１
内
線
２

４
２
）
へ
。

損　益　計　算　書

給 水 業 務 量 の 状 況

（平成13年４月１日～平成13年９月30日）

（平成13年４月１日～平成13年９月30日）

※給水栓数は調定件数（平均）です。※給水量は調定水量です。

区　　分
比　　較12年度

上半期
13年度
上半期 比率(％)増　減

給水栓数 99.9△ 79,7039,696

総 量(k)給
水
量

95.8△68,0631,621,9231,553,860

一日平均(k) 95.8△3728,8638,491

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
の
作
家
を

選
定
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

作
品
ア
イ
デ
ィ
ア
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
募
集
は
７
つ
の
公
募
地
点

（
市
内
鉢
、
中
里
村
重
地
、
津
南
町

上
野
、
松
代
町
犬
伏
、
松
之
山
町
大

荒
戸
、川
西
町
中
仙
田
お
よ
び
中
子
）

に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
案
を
募
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
優
秀
作
を
選
定
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。選
ば
れ
た
作
家
は
、

第
２
回
大
地
の
芸
術
祭
に
参
加
し
て

作
品
制
作
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
応
募
登
録
は
11
月
16
日
f
ま

で
行
わ
れ
、
20
日
c
に
作
品
案
の
提

出
を
締
め
切
っ
た
後
、
30
日
f
に
審

査
結
果
を
発
表
し
ま
す
。

選
定
に
先
立
ち
、
10
月
７
日
と
14

日
に
は
、希
望
す
る
作
家
を
対
象
に
、

全
７
地
点
を
バ
ス
で
回
り
な
が
ら
地

域
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
す
る
公
募
見

学
会
を
行
い
ま
し
た
。
７
日
の
見
学

会
に
は
23
組
25
人
が
、
14
日
に
は
94

組
１
１
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
県

内
や
関
東
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
広

島
、
台
湾
か
ら
参
加
し
た
人
も
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
地
元
の
皆
さ
ん
や

北
川
フ
ラ
ム
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
構
想
を
練
っ
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
妻
有
に
来
た
と
い
う
作
家

は
「
こ
れ
だ
け
の
自
然
が
残
っ
て
い

る
の
は
貴
重
で
す
。
ど
の
よ
う
な
作

品
を
作
れ
る
か
、
が
ん
ば
っ
て
み
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
陶
や
植
物
を
使
っ
た
作
品

提
案
も
募
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

陶
芸
や
造
園
な
ど
、
幅
広
い
分
野
か

ら
の
参
加
も
見
込
ま
れ
ま
す
。
応
募

登
録
は
11
月
６
日
現
在
、
２
０
０
人

を
超
え
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
参
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
公
募
の

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

て
い
ま
す
（h

ttp
://w
w
w
.tia
ra
.

o
r.jp
/̃
t_
k
o
u
ik
i/

）

大
地
の
芸
術
祭
の

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
見
学
会
を
実
施
！

27

65
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
助
成
し
ま
す

このたび予防接種法が改正されたことにともない、市では、65歳以上

の人を対象とした、インフルエンザ予防接種に助成を行います。この予

防接種は強制ではなく、希望する人が対象です。現在、接種の申込みを

受け付けていますので、かかりつけの医療機関でお申込みください。

◇
対
象
者

満
65
歳
以
上
（
接
種
日
現
在
）
で

接
種
を
希
望
す
る
人

◇
申
込
方
法

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
と
な
る

の
で
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
の

窓
口
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、保
険
診
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
齢
な
ど
の
確
認
の
た
め
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
期
間

11
月
30
日
f
ま
で

◇
接
種
期
間

11
月
１
日
e
〜
12
月
28
日
f

※
医
療
機
関
ご
と
に
接
種
日
、
接
種

期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
申
込
む
際
、
医
療
機
関
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
医
療
機
関

市
内
お
よ
び
川
西
町
内
の
全
医
療

機
関
、
津
南
病
院
（
津
南
町
）
、
上

村
病
院
（
中
里
村
）
※
こ
れ
以
外
の

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
健
康
福
祉

課
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

◇
す
で
に
申
込
み
を
済
ま
せ
た
人

す
で
に
医
療
機
関
で
予
約
を
済
ま

せ
た
人
や
予
防
接
種
を
受
け
た
人

は
、
あ
ら
た
め
て
申
込
み
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
接
種
回
数
　

申
込
ん
だ
医
療
機
関
で
１
回

◇
接
種
料
金

接
種
を
受
け
た
人
は
、
ワ
ク
チ
ン

代
実
費
（
１
、
０
５
０
円
）
を
医
療

機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
経
費
は
市
が
負
担
し
ま

す
。
な
お
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は

無
料
で
す
。

◇
意
思
確
認

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
本
人
の
意
思
確
認
が
で
き
な
い

人
は
、
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
個
人
負
担
に
よ
る
任
意
接
種

と
な
り
ま
す
。

◇
そ
の
他
　

病
気
や
接
種
日
の
体
調
な
ど
で
、

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
込
ま
れ
た
医
療
機
関

で
予
診
を
受
け
て
か
ら
接
種
と
な
り

ま
す
。

◇
問
合
せ

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
（
1
57
│

３
１
１
１
、
内
線
１
４
１
）
へ
。

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～
～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

～申込みは
11月30日（金）までに医療機関へ～

公募ポイントで住民から説明を受ける参加者

11月18日A
市
議
会
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
市
長
選

挙
と
あ
わ
せ
て
、
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
11
月
11
日

A
に
告
示
さ
れ
、
18
日
A
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
資
格
・
不
在
者
投
票
な
ど
は
、
10
月
25
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
市
長
選
挙
の
内
容
と
同
じ
で
す
。
た
だ

し
、
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
事

項
を
確
認
し
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
に
市
長
選
挙
、
つ
ぎ
に
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
の
順
番
に
投
票
を
お
願
い
し
ま

す
。市

長
選
挙
は
、
○
の
記
号
の
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
投
票
す
る
記
号
式
で
す
。

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
候
補
者
氏
名

を
記
載
す
る
記
名
式
で
す
。

不
在
者
投
票
は
、
二
つ
の
選
挙
と
も
候
補

者
名
を
記
載
す
る
記
名
式
で
す
。

十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
保

健
セ
ン
タ
ー
１
階
）
1
57
│
３
１
１
１
（
内

線
５
１
１
・
５
１
２
）

■
問
合
せ

◇
不
在
者
投
票

◇
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
　
　
　
　

◇
市
長
選
挙

■
投
票
の
順
序

■
投
票
の
方
法

11月18日A投票日

市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
市議会議員補欠選挙が
市長選挙と同時に行われます
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先
月
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
出
場
し
た
阿
部

尋ひ
ろ

喜き

さ
ん
（
稲
荷
町
３
北
）
が
、
身
障
者

の
部
１
０
０
ｍ
走
と
立
ち
幅
跳
び
で
見
事

金
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
２
種
目
と
も

従
来
の
記
録
を
大
幅
に
更
新
す
る
大
会
新

記
録
で
の
優
勝
で
し
た
。

11
月
１
日
e
に
な
ご
み
の
家
で
行
わ
れ

た
結
果
報
告
会
に
は
、
な
ご
み
の
家
の
通

所
者
な
ど
約
60
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
「
み
ん
な
の
声
援
が
仙

台
ま
で
届
き
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
し

て
新
し
い
友
人
そ
し
て
多
く
の
仲
間
と
め

ぐ
り
合
い
、
私
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
大

会
で
し
た
」
と
優
勝
の
喜
び
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

10
月
28
日
a
、
オ
ラ
ン
ダ
首
相
夫
人
の

リ
タ
・
コ
ッ
ク
さ
ん
（
写
真
中
央
）
一
行

が
本
市
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

首
相
夫
人
は
、
織
物
（
テ
キ
ス
タ
イ
ル
）

の
作
家
と
し
て
、
京
都
と
長
崎
で
開
催
す

る
自
身
の
作
品
の
展
覧
会
で
講
演
な
ど
を

行
う
た
め
に
来
日
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

会
期
の
合
間
を
利
用
し
て
、
織
物
関
係
者

な
ど
と
交
流
す
る
た
め
に
来
市
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
博
物
館
や
織
物
メ
ー
カ
ー
な

ど
を
見
学
し
、
十
日
町
織
物
の
歴
史
・
文

化
に
ふ
れ
な
が
ら
熱
心
に
説
明
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
歓
迎
会
で
は
、
９
月
に
オ
ラ
ン

ダ
公
演
を
行
っ
た
十
日
町
舞
踊
協
会
の
皆

さ
ん
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

大会新で２つの金メダル
～全国障害者スポーツ大会結果報告会～

十日町織物の歴史・文化にふれる
～オランダ首相夫人来市～

先
月
行
わ
れ
た
第
65
回
県
発
明
工
夫
展

覧
会
で
、
南
中
学
校
２
年
生
の
高
橋
充
君

が
最
優
秀
賞
の
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
、
２
・
３
階
で
も
安
全
に

窓
を
拭ふ

く
こ
と
が
で
き
る
「
安
全
窓
拭
き

ク
ン
」
で
す
。
夏
休
み
に
家
の
窓
拭
き
を

し
て
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
思
い
つ
き
、
ワ
イ
パ
ー
と
布
団

を
干
す
と
き
に
使
う
大
型
洗
濯
バ
サ
ミ
を

組
み
合
わ
せ
て
製
作
し
ま
し
た
。

高
橋
君
は
「
う
れ
し
い
と
い
う
よ
り
も

ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
来
年
は
受
験
勉
強

な
ど
で
忙
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
新

た
な
発
明
を
し
た
い
で
す
。
ア
イ
デ
ア
は

も
う
あ
り
ま
す
」
と
受
賞
の
感
想
と
来
年

に
向
け
て
の
決
意
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

発 明 は 大 好 き で す
～高橋充君（南中）が県知事賞受賞～

10
月
24
日
d
、
十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
田
口
静
江
代
表
）
の
結
成
20
周
年

記
念
式
典
が
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
体
育
教
室
と
し

て
昭
和
57
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
59
年
に
市
主
催
の
教
室
形
式
か
ら

ク
ラ
ブ
と
し
て
独
立
し
、
現
在
の
名
前
に

な
り
ま
し
た
。
平
均
年
齢
70
歳
、
約
80
人

の
会
員
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
づ

く
り
や
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

当
日
は
、
教
育
委
員
会
な
ど
か
ら
田
口

代
表
に
特
別
功
労
者
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
田
口
さ
ん
は
「
今
後
も
健
康

増
進
に
努
め
、
会
が
発
展
す
る
こ
と
を
願

い
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

健 や か に 楽 し く 老 い る
～十日町軽スポーツクラブ結成20周年～

11
月
４
日
a
、
中
魚
沼
郡
十
日
町
市
鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
（
数
藤
壮
一
会
長
）

の
90
周
年
式
典
が
中
里
村
で
開
か
れ
ま
し

た
。
同
会
は
明
治
45
年
に
中
魚
沼
郡
内
に

設
立
さ
れ
た
２
つ
の
鍼
灸
按あ

ん

摩ま

師
会
が
前

身
と
な
り
、
昭
和
３
年
の
統
合
以
来
、
視

覚
障
害
者
を
中
心
と
す
る
地
元
会
員
の
活

動
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

数
藤
会
長
は
、
会
の
歴
史
を
振
り
返
り

な
が
ら
「
私
た
ち
は
国
民
の
健
康
を
守
る

仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
温お
ん

故こ

知ち

新し
ん

の
精
神
で
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
会
の

活
動
を
支
え
て
き
た
人
々
を
代
表
し
、
会

員
２
人
の
ご
家
族
に
花
束
が
贈
ら
れ
る
な

ど
、
和
や
か
に
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

視覚障害者を支え続けて90年
～中魚沼郡十日町市鍼

しん

灸
きゅう

マッサージ師会90周年式典～

このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（157─3111

内線213）へ、お気軽にお寄せください。

トピックス
TOPICS

展
覧
会
は
、
日
本
固
有
の
宗
教
美

術
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
奈
良
〜
平

安
時
代
の
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
品
な

ど
が
展
示
の
中
心
を
占
め
て
い
ま
す
。

考
古
資
料
は
、「
先
史
時
代
の
信
仰
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
さ
れ
、
縄
文
〜

古
墳
時
代
に
お
け
る
原
始
信
仰
の
対

象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
火
z
型
土
器
は
、

展
示
室
の
入
口
正
面
に
展
示
さ
れ
る

な
ど
、
英
国
に
お
い
て
も
日
本
の
原

始
美
術
の
代
表
と
し
て
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
し
た
。興
味
の
あ
る
人
は
、

大
英
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.th
e
b
ritish

m
u
se
u
m

.a
c.u
k

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

現
在
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館

で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
神
道
・
古
代

日
本
の
聖
な
る
美
術
展
」
（
12
月
２

日
a
ま
で
開
催
）
に
十
日
町
市
か
ら

国
宝
・
笹
山
遺
跡
出
土
火
z
型
土
器

２
点
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
英
国
に
お
け
る

大
型
日
本
文
化
事
業
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
０
１
」の
中
心
を
な
す
も
の
で
、

会
場
に
は
国
宝
７
件
、
重
要
文
化
財

66
件
を
含
む
計
１
１
０
件
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
訪
問

団
21
人
（
高
橋
平
八
団
長
）
が
、
９

月
30
日
a
〜
10
月
６
日
g
の
日
程
で

イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
、
大
英
博
物
館
を

視
察
し
ま
し
た
。

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
11
月
９
日
f
〜

15
日
e
）
を
前
に
10
月
28
日
a
、
第
12
回

消
防
ひ
ろ
ば
が
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨
混
じ
り
の
あ
い

に
く
の
天
候
の
中
、
会
場
に
は
本
物
の
消

防
車
や
救
急
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
親
子

連
れ
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
消
防
士
の
制
服
を
着

せ
て
も
ら
い
、
ち
び
っ
こ
救
助
隊
体
験
や

ミ
ニ
消
防
車
試
乗
で
免
許
証
を
作
っ
て
も

ら
う
な
ど
、
消
防
士
に
な
り
き
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
さ
30
ｍ
に
も
な
る
は
し
ご
車

試
乗
体
験
や
煙
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
地
震
体

験
車
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
火
災
予
防

へ
の
意
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

未来の消防士が大集合
～第12回消防ひろば開催～
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保坂美寿子さん
（姿　２）

冬
に
突
然
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
近
代
社
会
に
お
け
る
最
大

の
感
染
症
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
流
行
規
模
が
小
さ
か
っ
た

の
は
、
皆
さ
ん
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
関
心
を
持
ち
、
早
期
に
予
防
対
策

を
取
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
も
早
め
の
対
応
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
せ
き
や
く

し
ゃ
み
で
空
気
中
に
飛
び
出
し
た
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
手
な
ど

に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
に
取
り

込
む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

特
徴
は
①
39
℃
以
上
の
高
熱
②
関

節
痛
・
筋
肉
痛
・
頭
痛
な
ど
全
身
の

痛
み
③
症
状
が
急
激
に
現
れ
る
な
ど

で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
「
か
ぜ
」
と

違
っ
て
怖
い
の
は
、
肺
炎
や
脳
炎
と

い
っ
た
命
に
か
か
わ
る
合
併
症
を
起

こ
し
や
す
い
こ
と
で
す
。
特
に
、
抵

抗
力
の
弱
い
高
齢
者
や
子
ど
も
が
合

併
症
を
起
こ
し
や
す
く
、
毎
年
約
１

０
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
脳
炎
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

①
抵
抗
力
を
高
め
る

栄
養
と
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
ま

し
ょ
う
。
特
に
、
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く

含
む
野
菜
と
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く

含
む
魚
や
豆
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

②
感
染
経
路
を
断
つ

う
が
い
や
手
洗
い
で
ウ
イ
ル
ス
を

体
の
中
へ
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
し

た
と
こ
ろ
を
好
む
の
で
、
マ
ス
ク
や

加
湿
器
を
使
用
し
て
、
の
ど
の
乾
燥

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

③
予
防
接
種

予
防
接
種
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
・
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
接
種
し
て
か
ら
効
果
が

出
る
ま
で
に
約
２
週
間
か
か
り
ま

す
。早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス

‡十日町市観光情報
‡くらしのダイヤル

57－0500
025－285－7000

●問い合わせ
健康福祉課
健康増進係
157―3111
（内線143）

74

11/12～11/19

11/19～11/26

11/26～12/3

12/3～12/10

インターネットで

ショッピングをするときは

アダルトサイトの不当な料金請求

消費生活相談事例

～インターネットショッピング～

リスクに備えるライフプラン

92

かてあんぼ

作り方

秋になってもよもぎを摘んであんぼを作っていま

す。秋のよもぎはあくが強いので、水に入れてあく

抜きをする時間を２時間位と長くします。さらに市

販の笹だんごの粉などを使うと手軽に楽しむことが

できます。

冬は大根菜の代わりに、漬け菜を塩抜きしたもの

を使っています。しょうがみそでもおいしいですよ。

コツは、粉に１割の小麦粉を混ぜることと、よく

こねることです。こねるほどおいしく仕上がります。

もうひとつ、蒸し器にはラップを敷き、数か所竹

串で穴を空けると、だんごが蒸し器につきにくくな

ります。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

水
沢
尋
常
高
等
小
学
校
卒
業
後
、

夏
は
、
お
も
に
土
木
関
係
の
仕
事
を

し
、
冬
は
東
京
に
出
稼
ぎ
に
出
る
生

活
で
し
た
。

徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
し
、
昭
和

16
年
に
北
朝
鮮
の
蘿ら

南な
ん

に
あ
っ
た
陸

軍
第
19
師
団
に
入
隊
、食
糧
・
弾
薬
を

運
ぶ
輜し

重
ち
ょ
う

隊た
い

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

19
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
奪
還
す
る

た
め
、
第
３
艇
団
と
し
て
９
隻
の
輸

送
船
で
出
航
し
ま
し
た
が
、
安
平
沖

で
８
隻
は
魚
雷
が
命
中
し
て
沈
没
し

ま
し
た
。
馬
部
隊
の
分
隊
長
と
し
て

任
に
あ
た
る
た
め
乗
船
し
て
い
た
船

は
、
魚
雷
は
避
け
ま
し
た
が
グ
ラ
マ

ン
の
大
戦
隊
の
攻
撃
を
受
け
、
そ
の

と
き
甲
板
に
い
た
私
の
分
隊
は
ほ
ぼ

全
滅
、
私
も
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

台
湾
と
中
国
の
間
に
あ
る
島
の
病
院

に
入
院
し
、
傷
が
あ
る
程
度
癒い

え
た

と
き
に
台
湾
で
隊
に
復
帰
し
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
任
務
は
、
硫
黄
島
の
奪
還

で
し
た
が
、
出
発
の
２
日
ほ
ど
前
に

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
し
て
捕
虜

生
活
を
経
て
、
22
年
に
復
員
し
ま
し

た
。
復
員
後
は
、
出
征
前
の
経
験
を

活
か
し
、
静
岡
県
の
三
島
な
ど
で
土

木
工
事
の
下
請
け
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。

35
年
こ
ろ
、
経
験
を
か
わ
れ
て
十

日
町
土
木
事
務
所
に
勤
務
し
ま
し
た

が
、
５
年
ほ
ど
し
て
本
格
的
な
請
負

工
事
を
始
め
る
た
め
退
職
し
ま
し
た
。

請
負
工
事
が
完
成
し
た
と
き
の
仕

上
が
り
度
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
を

止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
が
く

る
の
で
、
今
は
農
業
に
も
い
そ
し
ん

で
い
ま
す
。

今
も
、健
康
の
た
め
に
主
食
に
は
、

白
米
に
麦
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
ご
飯
を

食
べ
て
い
ま
す
。

<140

このコーナーでは、登場していただく人
を募集しています。問い合わせは企画人
事課広報広聴係157-3111内線213へ

小 林 正 隆さん
（細尾）80歳

戦
後
の
織
物
業
は
、
原
料
の
生
糸

を
輸
出
に
充
て
る
た
め
、
国
内
向
け

の
絹
織
物
の
生
産
が
全
面
的
に
禁
止

さ
れ
る
中
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

し
か
し
、広
幅
織
物
は
対
象
外
で
、

十
日
町
で
も
輸
出
向
け
の
広
幅
織
物

の
生
産
が
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
。

一
方
、
凍
結
し
た
生
糸
の
一
部
を

解
除
し
、
伝
統
的
な
技
術
を
保
存
す

る
た
め
、製
織
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
で
は
、
お
召
・
上
布
・
縮
緬

が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
養
蚕
農
家
の
生
産
意
欲
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
報
奨
用
と
し
て

自
家
用
生
糸
が
還
元
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
を
活
用
し
た
生
産
も

盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

統
制
は
、
機
械
製
糸
を
対
象
と
し

て
い
た
の
で
、
真
綿
紬
糸
は
規
制
外

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
木
製
織
機
に

よ
る
真
綿
紬
が
盛
ん
に
織
ら
れ
、
人

気
を
博
し
ま
し
た
。

生
産
の
復
興
に
伴
い
、
新
し
い
態

勢
と
人
材
の
育
成
も
図
ら
れ
ま
し
た
。

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
は
、

戦
時
中
の
施
設
組
合
の
事
業
を
継
承

す
る
形
で
昭
和
二
十
二
年
二
月
に
発

足
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
立
染
織
講
習
所
は
、
二

十
一
年
三
月
に
は
十
一
名
の
女
生
徒

だ
け
で
卒
業
式
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
翌
年
度
か
ら
は
男
女
共
学
と

な
り
、
染
織
科
・
機
職
科
各
十
名
の

募
集
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

そ
し
て
県
立
十
日
町
高
等
学
校

は
、
二
十
三
年
四
月
に
一
学
年
四
十

名
の
工
業
科
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
四
年
に
は
絹
織
物
の
統
制
が

撤
廃
さ
れ
、
自
由
に
生
産
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
七

月
に
は
、
戦
後
初
め
て
の
織
物
求
評

会
が
織
物
組
合
の
主
催
で
開
か
れ
、

「
戦
前
の
技
術
水
準
を
越
え
る
出
来

栄
え
」
と
い
う
高
い
評
価
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
通
史
編
６
　
織
物
）

ジャガード織機による生産

十日町市史を読む 56

十日町情報館織物業の復興

材　料（４人分）

・だんご用の白玉粉。またはうるち米７割、も

ち米３割で挽いた粉

・上の粉の１割分の小麦粉

・よもぎ　　・重曹　

・大根菜　　・しょうゆ　　・砂糖　

・うま味調味料 ・油

1よもぎは重曹を入れたお湯でゆで、水に入れてあ

くを抜き、水をきる。

2大根菜はゆでた後よく絞って細かく切り、少量の

油で炒め、しょうゆと隠し味程度の砂糖、うま味

調味料で少し濃いめに味付けする。

3大根菜をざるにあげ、上から押さえて水分をきり、

さます。

4白玉粉と小麦粉によもぎを入れ、水を少しずつ加

えながら耳たぶ位のやわらかさにして、よくこね

る。

5こねた粉をピンポン玉位の大きさにちぎって丸

め、さらに平たい丸にのばして、中央に大根菜を

置き、だんごの形に包む。

6丸めただんごを15分～20分位蒸す。

7だんごはさめてから、ラップでくるむ。

予
防
方
法
は
？

ど
ん
な
病
気
？
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静
子
（
1
56
│
２
１
４
４
）

メ
ル
ヘ
ン
あ
ふ
れ
る
か
わ
い
い
舞

台
「
お
ひ
さ
ま
劇
場
・
か
さ
じ
ぞ

う
＆
ポ
リ
チ
ー
ノ
の
け
っ
こ
ん
し

き
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
11
月
20
日
c
午
後
７
時
（
開
場

６
時
45
分
）
〜
８
時
■
会
場
＝
情
報

館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
■
会
費
＝
（
会
員

制
）
一
家
族
１
、
０
０
０
円
＋
４
歳

以
上
１
人
７
０
０
円
※
当
日
入
会
で

き
ま
す
■
問
合
せ
＝
水
落
静
子
（
1

56
│
２
１
４
４
）

50
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
教
室
で

す
。
初
歩
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方

法
を
学
び
、
年
賀
ハ
ガ
キ
を
作
成
し

ま
す
。
■
日
時
＝
11
月
27
日
c
午
後

１
時
〜
４
時
■
会
場
＝
十
日
町
郵
便

局
■
参
加
費
＝
無
料
■
募
集
人
数
＝

10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
16
日
f
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て

十
日
町
郵
便
局
総
務
課
（
〒
９
４
８

│
８
７
９
９
本
町
６
1
52
│
２
３
９

１
）
へ
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

生
チ
ョ
コ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

を
作
り
ま
す
。
（
一
人
１
台
持
ち
帰

り
）
■
日
時
＝
12
月
６
日
e
午
前
10

時
〜
正
午
■
会
場
＝
東
北
電
力
1
十

日
町
営
業
所
■
定
員
＝
18
人
（
申
込

多
数
の
場
合
抽
選
）
■
参
加
費
＝
５

０
０
円
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月

30
日
f
ま
で
に
東
北
電
力
1
十
日
町

営
業
所
（
1
52
│
３
１
０
７)

■
日
時
＝
11
月
27
日
c
午
後
１
時
〜

４
時
30
分
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
内

容
＝
講
演
会
「
豊
か
な
自
然
と
共
に

生
き
る
地
域
づ
く
り
」
講
師
‥
池
田

弘
子
氏
（
東
北
緑
化
環
境
保
全
1
ビ

オ
ト
ー
プ
管
理
士
）
、
事
例
発
表

「
ブ
ナ
林
の
保
全
と
活
用
に
つ
い

て
」
、
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
ほ
か

■
問
合
せ
＝
十
日
町
財
務
事
務
所

（
1
57
│
５
５
１
５
）

白
銀
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
、
新
雪
を

駆
け
ぬ
け
る
あ
な
た
！
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
■
日
時
＝
平
成
14
年
１
月
２

日
d
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
■
集

合
場
所
＝
十
日
町
中
学
校
■
種
目
＝

３
㎞
・
５
㎞
・
10
㎞
・
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
■
参
加
資
格
＝
性
別
・
年
齢
制

限
な
し
■
参
加
費
＝
一
般
２
、
５
０

０
円
、
高
校
生
以
下
１
、
０
０
０
円

■
主
催
＝
十
日
町
市
新
座
地
区
体
育

協
会
■
申
込
み
＝
11
月
30
日
f
ま
で

に
申
込
用
紙
、
住
所
氏
名
を
記
入
し

た
返
信
用
は
が
き
と
参
加
費
を
総
合

体
育
館
に
持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
、
小
為
替
ま
た
は
現
金
書

留
で
）
※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館

に
配
置
。
■
問
合
せ
＝
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）

十
日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
で
は
、
１
月
か
ら
水
中
歩

行
コ
ー
ス
を
増
設
し
ま
す
。
水
中
歩

行
は
気
軽
に
で
き
る
全
身
運
動
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
■
日
時
＝
毎
週
月
・
火
・

木
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
■
会
場
＝
十
日
町
体
力
つ
く

り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル（
土
市
４
）

■
対
象
＝
15
歳
以
上
■
料
金
（
１
か

月
）
＝
週
１
回
４
、
５
０
０
円
、
週

２
回
６
、
０
０
０
円
、
週
４
回
８
、

０
０
０
円
（
税
別
）
■
送
迎
バ
ス
登

録
料
＝
週
１
回
６
０
０
円
、
週
２
回

８
０
０
円
、
週
４
回
１
、
６
０
０
円

（
税
別
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク

ー
ル(

1
58
│
３
３
４
３)

十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、市
内
在
住
の
青
少
年
を
対
象
に
、

海
外
派
遣
生
を
募
集
し
ま
す
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
国
際
理
解
と

親
善
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
同
時
に
、

海
外
か
ら
来
日
す
る
青
少
年
の
受
入

れ
家
族
も
募
集
し
ま
す
。
■
予
定
期

間
＝
平
成
14
年
７
月
中
旬
か
ら
約
１

か
月
■
派
遣
先
＝
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ジ
ア
■
対
象

年
齢
＝
16
歳（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
17
歳
）

〜
21
歳
※
出
発
日
現
在
■
参
加
費
＝

実
費
負
担
■
そ
の
他
＝
途
中
か
ら
の

参
加
・
帰
国
は
で
き
ま
せ
ん
。
■
申
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■
日
時
＝
11
月
24
日
g
午
後
７
時
〜

（
開
場
６
時
30
分
）
■
会
場
＝
市
民

会
館
■
指
揮
＝
渡
辺
英
雄
・
亀
貝
隆

■
入
場
料
＝
７
０
０
円
（
当
日
８
０

０
円
）
、
小
学
生
以
下
無
料
■
曲

目
＝
ゴ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
2
、
交
響

組
曲
「
も
の
の
け
姫
」
ほ
か
■
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
＝
公
民
館
本
館
、
イ
ト
ー

楽
器
、
楽
器
の
オ
ギ
ノ
■
問
合
せ
＝

佐
藤
圭
亮

け
い
す
け

（
1
57
│
９
１
３
８
）

■
日
時
＝
１
月
20
日
a
午
後
０
時
30

分
〜
３
時
30
分
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

■
参
加
費
＝
一
般
１
、
０
０
０
円
、

小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円
（
当
日

徴
収
）
■
申
込
み
＝
12
月
25
日
c
ま

で
に
、
申
込
書
を
公
民
館
本
館
、
各

地
区
公
民
館
に
提
出
（
申
込
書
は
公

民
館
本
館
、各
地
区
公
民
館
に
配
置
）

■
問
合
せ
＝
十
日
町
市
書
道
協
会
田

中
澄
雄
（
1
０
９
０
│
３
６
４
５
│

２
２
５
０
）

み
ん
な
が
参
加
し
て
創
る
公
園
と

は
？
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
く
遊
べ
る
憩
い
の
場
と
し
て
の
公

園
と
は
？
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
＝
11
月
22
日
e
午
後
７
時
〜

■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
講
師
＝
浅
野

ゆ
う
こ
氏
（
に
い
が
た
N
P
O
研

修
・
情
報
室
代
表
）
■
問
合
せ
＝
区

画
整
理
課
（
1
52
│
７
５
１
２
）

入
場
無
料
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
■
日
時
＝
12

月
２
日
a
午
後
２
時
〜
■
会
場
＝
情

報
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル
■
問
合
せ
＝
公

民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

十
日
町
保
健
所
管
内
に
お
住
ま
い

の
双
子
ち
ゃ
ん
・
三
つ
子
ち
ゃ
ん
の

親
子
の
つ
ど
い
を
行
い
ま
す
。
双

子
・
三
つ
子
を
出
産
予
定
の
妊
婦
さ

ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
29
日
e
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
■
会
場
＝
公
民
館
本

館
■
参
加
費
＝
１
０
０
円
程
度
（
お

や
つ
代
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11

月
22
日
e

ま
で
に
十
日
町
保
健
所

（
1
57
│
２
４
０
０)

サ
ン
タ
と
遊
ん
だ
り
、
ケ
ー
キ
を

作
っ
た
り
、
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
■
期
日
＝
12
月
22
日
g
〜
23

日
a
■
会
場
＝
し
ら
ゆ
り
荘
（
六
日

町
）
■
参
加
費
＝
▼
宿
泊
者
‥
大
人

３
、
５
０
０
円
、
子
ど
も
２
、
５
０

０
円
、
幼
児
２
、
０
０
０
円
▼
日
帰

り
（
１
日
目
の
み
）
‥
１
、
０
０
０

円
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市

母
子
福
祉
い
つ
美
会
（
十
日
町
市
社

会
福
祉
協
議
会
内
1
50
│
５
０
１

０
）小

学
４
年
生
以
上
向
け
で
す
。
一

人
コ
ン
ト
「
松
元
ヒ
ロ
・
ソ
ロ
ラ
イ

ブ
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
11
月
18
日
a
午
後
３
時
（
開
場

２
時
45
分
）
〜
４
時
■
会
場
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
■
入
場
料
＝
２
、
０

０
０
円
■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
イ
ト
ー

楽
器
、
加
賀
書
院
■
問
合
せ
＝
水
落
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日本に住む20歳以上60歳未満の人は、必ず国民年金に加入することになっています。届出を忘

れていると、将来受ける老齢基礎年金の年金額が少なくなったり、障害基礎年金や遺族基礎年金

が受けられないこともあります。忘れずに市役所国民年金係の窓口で届出を行ってください。

国民年金の届出は確実に

ガイド

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

第
27
回
定
期
演
奏
会

第
７
回
市
民
書
初
め
大
会

「
か
る
が
も
の
会
」

冬
の
ひ
と
り
親
家
庭

ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

お
や
こ
劇
場
例
会

高
学
年
例
会

十
日
町
市
公
民
館
成
人
講
座

フ
ル
ー
ト
発
表
会

催し

街
づ
く
り
講
演
会

「
公
園
っ
て
な
ん
だ
？
」

平成13年分

青色申告決算説明会
平成13年分の所得税にかかわる青色申告の決

算説明会を開きます。

■問合せ＝十日町税務署（152－3181）

第
22
回

十
日
町
・
新
雪
マ
ラ
ソ
ン

I
H
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室

「
に
い
が
た
緑
の
百
年
物
語
」

十
日
町
地
域
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

スポーツ

水
中
歩
行
教
室

幼
児
・
低
学
年
例
会

募集
海

外

派

遣

生

受

入

れ

家

庭

募
集

第１号被保険者（自営業者とその配偶者や学生など）
こんなとき

●学生や会社などに勤めていない人が20歳になった……………………………………………………

●配偶者が就職し、会社員などの被扶養配偶者となった………………………………

●結婚により会社員などの被扶養配偶者となった………………………………………

第２号被保険者（会社員・公務員などの厚生年金保険・共済組合加入者）
こんなとき

●60歳前に会社などを退職した……………………………………………………………

●勤めをやめて、会社員などの被扶養配偶者となった…………………………………

第３号被保険者（第２号被保険者に扶養されている配偶者）
こんなとき

●配偶者が退職し、被扶養配偶者でなくなった…………………………………………

●収入が増え（パート収入など）配偶者の扶養からはずれた…………………………

●配偶者が転職したとき……………………………………………………………………

被保険者の種別

第１号

第１号　/ 第３号

第１号　/ 第３号

被保険者の種別

第２号　/ 第１号

第２号　/ 第３号

被保険者の種別

第３号　/ 第１号

第３号　/ 第１号

第３号　/ 第３号　

こ
ん
な
と
き
に
は
、
届
出
を
！

期　日 時　間 対象者 会　場

市民会館
十 日 町 市
（水沢地区
を除く）

水 沢 地 区 水沢商工会

十 日 町
農協本店

十 日 町 市
（農業所得者）

12月４日
（火）

午前10時～
11時30分

午後１時30分
～３時

12月5日
（水）

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

12月7日
（金）



に
駆
除
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

米
の
収
穫
も
終
わ
っ
た
今
こ
そ
、

ね
ず
み
に
よ
る
伝
染
病
や
食
中
毒
な

ど
の
衛
生
上
の
被
害
、
農
作
物
な
ど

の
経
済
上
の
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
農
林

課
農
業
振
興
係
（
内
線
３
３
３
）

7
21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所

で
は
、
再
就
職
の
準
備
を
支
援
す
る

「
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
」を

行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
は
無
料
で
４

年
間
有
効
で
す
。■
対
象
者
＝
妊
娠
、

出
産
、
育
児
ま
た
は
介
護
な
ど
を
理

由
と
し
て
退
職
し
、
将
来
的
に
再
就

職
を
希
望
す
る
人
■
支
援
内
容
＝
①

再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌
や

事
務
所
の
情
報
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

②
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
講

習
会
、
ま
た
は
登
録
者
同
士
の
交
流

会
に
参
加
で
き
ま
す
。
③
再
就
職
準

備
な
ど
に
つ
い
て
個
別
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
④
教
育
訓
練

の
受
講
を
支
援
す
る
割
引
券
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
■
問
合
せ
＝

7

21
世
紀
職
業
財
団
新
潟
事
務
所

（
1
０
２
５
│
２
４
９
│
５
６
６
０
）

「
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
た
い
」

「
も
っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
」
と

い
う
人
に
育
児
・
介
護
・
家
事
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
無
料
で
提
供

し
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
応
援
し

ま
す
。
■
相
談
電
話
番
号
＝
1
０
２

５
│
２
４
３
│
２
０
２
０
※
月
〜
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

〈
お
わ
び
と
訂
正
〉

10
月
10
日
号
５
ペ
ー
ジ
の
健
康
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
「
健
康
づ
く
り
３
０
０

日
運
動
」
４
回
目
（
１
、
２
０
０
日
）

達
成
表
彰
に
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

徳
永
夏
子
さ
ん
（
土
市
４
）
で
す
。

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

10
月
25
日
号
７
ペ
ー
ジ
の
第
35
回

市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
A
優
勝
者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
中
村
弘
子
さ
ん
（
A

T
C
）
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び
し

ま
す
。
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込
み
＝
11
月
26
日
b
ま
で
に
申
込
用

紙
（
十
日
町
商
工
会
議
所
に
配
置
）

を
十
日
町
商
工
会
議
所
に
提
出
■
問

合
せ
＝
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
1

57
│
５
１
１
１
）

農
薬
危
被
害
防
止
の
た
め
、
鍵
の

か
か
る
場
所
に
保
管
す
る
な
ど
、
農

薬
の
保
管
管
理
お
よ
び
盗
難
や
紛
失

の
防
止
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。万
一
、

盗
難
や
紛
失
事
故
が
発
生
し
た
と
き

は
、
た
だ
ち
に
警
察
署
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
農
林
課
農

業
振
興
係
（
内
線
３
３
３
）

狂
牛
病
の
発
生
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
（
風
評
を
含
む
）
に
よ
り
、

経
営
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
つ
ぎ
の

事
業
者
は
、
平
成
14
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る

特
別
保
証
（
一
般
保
証
と
は
別
枠
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
事
業
者
は
、

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
内
線
２

６
４
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
想
定
対
象
事
業
者
＝
畜
産
業
者

（
牛
関
係
に
限
る
）
、
と
畜
事
業
者
、

食
肉
処
理
業
者
、
食
肉
・
内
臓
加
工

業
（
ハ
ム
、
も
つ
な
ど
）
、
飲
食
店

（
焼
肉
店
な
ど
）、
飼
料
製
造
業
、
皮

加
工
業
、
そ
の
ほ
か
の
牛
利
用
関
係

業
種青

少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
み
ず

か
ら
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
広

い
視
野
と
豊
か
な
情
操
を
培
い
、
非

行
に
陥
る
こ
と
な
く
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
市
民

す
べ
て
の
願
い
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
大
人
自
身
が
社
会

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
身
を
持
っ
て

つ
ぎ
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
と
い
う

姿
勢
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
青
少
年
が
多
様
な
人
々
と
の
交

流
や
自
然
・
社
会
体
験
な
ど
の
実
体

験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
の
で
き

る
育
成
環
境
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
社
会
風
潮
や
社
会
環
境
の

見
直
し
を
主
導
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

県
で
は
毎
年
11
月
を
ね
ず
み
駆
除

月
間
と
定
め
、
県
内
各
地
域
で
一
斉
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■十日町市地域福祉基金へ＝生越リノ
（上新田３　50,000円）尾身正（鉢１
100,000円）
■社会福祉事業へ＝十日町郵便局・十日
町市内特定郵便局（87,300円）岡村建治
（北新田２　2,000円）南雲土建1(川治
下町３　200,000円）匿名（3,000,000
円）匿名（6,400円）匿名（6,000円）
匿名（3,501円）
■交通遺児等援助基金へ＝県立十日町高
等学校定時制生徒会（38,059円）

■十日町市平和基金へ＝原水爆禁止十日
町市協議会（1,000,000円）
■公民館事業へ＝十日町舞踊協会
（102,000円）十日町舞踊連盟（100,000
円）
■総合公園桜植樹事業へ＝妻有舞踊連盟
（100,000円）
■博物館へ＝大熊達義（春日町３）白川
英夫（四日町２）和田キク（中条上町）
和田安治（中条中町）樋口ヨリ（中条中
町）星名ハル（中条旭町）庭野鼎

てい

子（三
条市）
■情報館へ＝佐藤淳生（西浦町西）岡本
美樹（昭和町３）桑原功（城之古３）松
崎房子（千葉県）

寄付ありがとう
10月25日届出分まで（敬称略）

狂
牛
病
関
連
特
別
保
証

の
適
用
に
つ
い
て

農
薬
の
保
管
・
管
理
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

国産牛肉は
安心して食べられます

先般、わが国初の狂牛病

（牛海綿
うしかいめん

状
じょう

脳
のう

症
しょう

）に感染し

た牛が確認されました。

その対策として農林水産

省と厚生労働省が協力し

て、と畜場に出荷される牛

を徹底的に検査することに

なりました。

その結果、狂牛病の感染

拡大の心配がなくなり、感

染した牛の肉などが食用にも牛の飼料にも出回ることがない体

制ができました。したがって、狂牛病にかかった牛の肉などが

販売されることはありません。

英国での実験・研究の結果、脳、脊髄
せきずい

、眼および小腸の最後

の部分以外のところから狂牛病の感染はなく、牛肉や牛乳・乳

製品は、もともと狂牛病について安全であるということがわか

っています。また現在輸入されている牛肉は、狂牛病の発生し

ていない国からのものだけですから安心して食べられます。

《詳細については厚生労働省および農林水産省の

ホームページをご参照ください》

厚生労働省：http://www.mhlw.go.jp

農林水産省：http://www.maff.go.jp

■問合せ＝農林課農業振興係（内線333）

その他

11
月
は
全
国
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
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新潟県では、平成13年10月23日から、障害者がパーソナルコンピ

ューターを使用するに当たり、必要となる周辺機器およびソフトなど

の購入に要する費用に対し、予算の範囲内で助成金を交付します。

助成対象者
1新潟県内に居住する人
2視覚または上肢にかかる身体障害者手帳１、２級を所持している人
3パソコンの使用により社会参加が見込まれる人で、周辺機器などを

使用しなければ当該パソコンの操作が困難な人

助成対象周辺機器など
助成対象者がパソコンを操作する際に、その障害があるために必要

となる周辺機器など

助成金額
助成対象周辺機器などの購入に直接要した費用の３分の２以内（限

度額は10万円）

※所得制限や申請に必要な書類があります。

健康福祉課障害援護係（内線１３４）にお問い合わせください。

あ
な
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ゆずります……

ゆずってください……

品　　　名 規　格 希望価格

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線158）へ

*ゆずります受付開始 11月15日e午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

洗 濯 機 ４㎏用 無　料

蒸し鍋（ホーロー）茶碗５個付 22～23㎝ 1,200円

ス テ ン レ ス 鍋 28㎝ 1,000円

ハンドクリーナー 1,000円

洗 濯 機 全自動 無　料

電 子 オ ル ガ ン 無　料

カ ラ ー テ レ ビ 14インチ 7,000円

Ａ Ｐ Ｓ カ メ ラ コニカミニ 3,000円

学 習 机 無　料

マタニティウエアー 秋・冬用 無　料

スタッドレスタイヤホイール付 日産マーチ用
155-70R-13 無　料

タイヤ　13インチホイール付 ４本・スズキアルト 相談で

ベ ビ ー ス ケ ー ル 12㎏・新生児用 無　料

ご み 箱 相談で

畳 ベ ッ ド 木　製 相談で

パ イ プ ベ ッ ド 5,000円

紙 お む つ 大人用 無　料

籾 す り 機 しのみや式
３インチ 5,000円

籾 運 搬 車 無　料

パ イ プ ベ ッ ド 引出し付 無　料

パ イ プ ベ ッ ド 無　料

オ イ ル ヒ ー タ ー 1,000円

木製机（製図用） 引出しなし 相談で

石 油 ス ト ー ブ 大　型 相談で

電 気 ポ ッ ト 新　品 相談で

5 0 ' バ イ ク ホンダカスタム 40,000円

マ マ コ ー ト 古着も可 1,000円

一 輪 車 20インチ 相談で

板 金 機 械 一 式 相談で

ミ シ ン 直線縫いが
出来ればよい 相談で

電 子 レ ン ジ 3,000円

自 転 車 女子用
14インチ 相談で

一 輪 車 14インチ 相談で

パ ソ コ ン 相談で

鳥 か ご 竹カゴ 相談で

籾 す り 機 小　型 相談で

二 槽 シ ン ク 相談で

電 気 敷 き 毛 布 新品　２枚 1枚 1,000円

自 転 車 ３才位 相談で

ホームベーカリー 2,000円

自 転 車 ３才位 相談で

掛 け 敷 き 布 団 相談で

座 卓 75×120 相談で

剣 道 防 具 一 式 小学生用 相談で

チャイルドシート ０才から 相談で

ブ ラ ン コ 相談で

子 ど も 服 ０才から 相談で

スタッドレスタイヤ 軽自動車用 相談で

タイヤ　ホイール必要なし 185×70
14インチ 相談で

一 斗 樽 木　製 相談で
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■発行/十日町市役所
〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地 TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

子 供
ギャラリー

秋も深まり、里山でも赤や黄色の葉が目立つよう

になりました。そんな秋の短い日差しの中で真っ赤

な実を枝いっぱいにつけているのがコマユミです。

山野に見られる落葉低木で、庭木としてもよく見

かけます。秋になると球形の果実をつけ、熟すと中

から朱赤色の仮種皮をかぶった種子が出てきます。

５～６月ごろ、淡い緑色の花をつけますが、実の

美しさに反してほとんど気がつきません。

名前は、枝のしなり具合から弓（真弓と呼ばれて

いた）に使われたことで名前のついたマユミ（真弓）

より小柄なのでコマユミ（小真弓）とつきました。

茎にコルク質の翼状のものがあるのをニシキギと

呼んでいます。

高　橋　祐
ゆう

斗
と

ちゃん

平成12年５月24日生まれ
川原町

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

ま
ち
の
宝
68

10月末現在
（ ）は前月からの増減

■人　口　43,771人 （＋

男　21,463人 （＋

女　22,308人 （＋

■世帯数　13,103世帯 （＋

18）

14）

4）

25）

177

とおかまちの自然

市 民 の 動 き

199

ようやく言葉を話し始めた祐斗ち

ゃんは、家でも保育園でも元気いっ

ぱい。好き嫌いなく何でもよく食べ、

特に果物が大好物です。

お外に出ることが大好きで、元気

に走りまわっています。何にでも興

味を示すヤンチャ盛りです。

運動会で玉入れをしました。ぼくの白組

は、いっぱい玉が入って勝ちました。かけ

っこやリレーにも出たけど、玉入れが一番

おもしろかったです。

竹 内 豪 太ちゃん

（６歳）

運動会でおゆうぎをしました。むらさき

やピンク、黄色、緑のポンポンを使いまし

た。最後の「イェーイ」のところがむずか

しかったけど、うまくおどれました。

馬 場 恵ちゃん

（５歳）

慈
光
保
育
園

←花　　　　　　　　　　　実

コマユミ（ニシキギ科）


